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5. 学習・指導・評価の改善充実の在り方①
生活WG

ア．身体性を伴う体験活動の充実
 デジタル技術の進展により、ともすれば仮想空間における活動ばかりが増

えてしまいがちな中において、実感をもちながら行う身体性を伴う体験活
動は、学習対象や学習活動への興味・関心を広げたり、これまで気付か
なかった事柄や新たな対象との出会いを生み出したりするものであり、より
一層その必要性が高まっている。また、その中で生まれる驚きや感動は、
次の活動への思いや願いを高めるとともに、継続的に関わろうとする意欲
につながる効果も期待できる。

 また、学習対象に繰り返し関わる中で、生活上必要な習慣や技能が身
に付く。例えば、植物の栽培や動物の飼育、公共施設の利用、地域の
人々との交流などの体験を通して、適切な行動の仕方や基本的な技能
を実感を伴って習得することができる。こうした習慣や技能は、日常生活
の中で繰り返し活用されることで確かなものとなる。

 このようなことを踏まえ、身体性を伴う体験活動をより一層充実する。そ
の際、以下の点について留意が必要である。
 体験できる時間や場を十分に確保すること
 思いや願いをもって対象へ働きかけられるようにすること
 体験と表現の往還によって気付きの質を高めること
 試す・比べる・工夫するなどの学習活動を位置付けること
 一人で没頭したり、友達や大人と一緒に活動したりするよさを踏ま
えること

 日常と非日常のそれぞれの体験のよさを踏まえること
 これらを具体的に実現するために、指導計画に位置付けられるよう実践事
例等を示すことを検討する。

イ．動物飼育の在り方
 学校で動物を飼育することは、児童が生命あるものに継続的に関わる中

で興味・関心をもち、その変化や成長を自らの感覚で捉えることを通して、
生き物への親しみと生命の尊さを実感的に理解するための重要な学習活
動であり、特にAI時代においては、児童が動物との直接的な関わりを通し
て実感を伴って理解する身体性を伴う体験として、動物飼育は引き続き
重要である。

 一方で、休日等を含む管理体制の確保、獣医師等の専門家との連携、
疾病・負傷時の対応体制や必要な予算の確保、繁殖制限や災害時対
応を含む適切な飼育環境の整備、教職員に過度な負担が生じない配
慮など、様々な観点から配慮をすることが必要である。

 このような観点も踏まえ、地域や学校の実態に応じた柔軟な運用を行え
るよう、学校で動物飼育を行うことを基本としつつ、動物への親しみをもっ
たり命を大切にしたりしようとする心情が育まれることが見込まれるなど、動
物飼育の意義を達成することができると見込まれる以下のような場合にお
いては、学校での飼育を行うことと同等の扱いであることを明確化する。

 他の所有者から借用して飼育を行うこと（ホスティング）
 休日等を含む管理体制の確保など適切な飼育環境の確保が困難で
ある場合において、近隣の動物関連施設や民間の団体等が保有する
動物に、児童が継続的に触れ合う機会を設けること

 また、学校における適切な管理を促すため、好事例を共有するとともに、教
師用手引きの見直しを行う。

 併せて、飼育する動物は現行と同様に、魚や昆虫など、哺乳類や鳥類に
限らない旨を明確化する。

（１）生活科固有の課題への対応
補足イメージ⑧‐１、⑧‐２参照
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動物園との連携
旭川市立高台小学校
旭川市旭山動物園

• 旭山動物園の貸出し事業を利用して、
モルモットを教室で25日間飼育する。

• よりよい飼育活動となるように、動物園
の飼育員と連携し、モルモットの特性や
適切な飼育環境などに配慮する。

• 飼育活動を通して、生きものへの親し
みをもち、大切にしようとする。

１ モルモットを飼いたいな
・モルモットとの触れ合い、飼いたいと願う
２ モルモットを飼育しよう
・モルモットを飼育する中で、気付いたことを
伝え合ったり、飼育を工夫したりする

３ モルモットを1年生に紹介しよう
・飼育を振り返るとともに、1年生に紹介する
・モルモットとのお別れ会をする

貸出期間が終わっても、動物園でモルモットに会える

掃除が上手にできるようになった自分に気付く モルモットの特性に気付き、よりよい飼育環境をつくる
25
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獣医師会との連携
福井県内の小学校 (公社)福井県獣医師

会
• 2002年度から学校で動物を飼育することへの支援事業を実施している。
• 2012年度からモルモット生体、飼育ケージ、飼料、治療等を無償で提供支援し累積モデル校数は46校となる。
• 2026年度から福井市足羽山公園遊園地と連携して、動物園で展示しているモルモットを学校に貸与する。飼
育期間終了後に児童が動物園で再会できる体制とする（R8、9には県内小学校15校が飼育予定）。

• 各学校においてモルモットを飼育できるように、獣医師が出前講座、教師との飼育相談、モルモットの健康診断、
体調不良時の治療などを行うとともに、亡くなった時のケアを含む命の授業を実施している。

• 飼育期間は小学校の希望により１ケ月～10ケ月(年度末)としている。
• 土日及び長期休暇の飼育管理は児童・保護者が自宅に持ち帰りモルモットを飼育するホームステイとしている。

福井県獣医師会ホームページで飼育支援事業の紹介 獣医師がモルモットの特徴などについて説明し、子供の問い
に共感したり、答えたりする

モルモットをじっくり見たり、触ったり、抱っこしたりするなどして、
温かさや命の鼓動を感じる

☆福井県獣医師会ブログ『獣医さんが応援する学校の動物』での活動等の掲載☆
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生活科の内容（学習指導要領解説）
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学校における動物飼育について
小学校学習指導要領（平成２９年３月告示）

第２章 第５節 生活
第２ 各学年の目標及び内容
〔第１学年及び第２学年〕
(7) 動物を飼ったり植物を育てたりする活動を通して、それらの育つ場所、変

化や成長の様子に関心をもって働きかけることができ、それらは生命をもっ
ていることや成長していることに気付くとともに、生き物への親しみをもち、大
切にしようとしている。

生活科は、具体的な活動や体験を通して学ぶとともに、自分と対象との関わりを重視するという生活
科の特質を基に、９項目の内容で構成している。

⑴学校と生活 ⑷公共物や公共施設の利用 ⑺動植物の飼育・栽培

⑵家庭と生活 ⑸季節の変化と生活 ⑻生活や出来事の伝え合い

⑶地域と生活 ⑹自然や物を使った遊び ⑼自分の成長



学校における動物飼育について
小学校学習指導要領解説 生活編（平成29年7月）

【第３章 第２節 生活科の内容 (7) P45】
どのような動物を飼育し、植物を栽培するかについては、各学校が地

域や児童の実態に応じて適切なものを取り上げることが大切である。
飼育する動物としては、身近な環境に生息しているもの、児童が安

心して関わることができるもの、えさやりや清掃など児童の手で管理
ができるもの、動物の成長の様子の特徴が捉えやすいもの、児童の夢
が広がり多様な活動が生まれるものなどが考えられる。

(参 考) 動物の分類 ※中学校学習指導要領解説 理科編(P78-79)の記述を基に作成
脊椎動物（魚類、両生類、爬虫類、鳥類、哺乳類）
無脊椎動物（節足動物（昆虫類、甲殻類など）、軟体動物（貝、イカなど）等）

(参 考） ※小学校学習指導要領解説 理科編第3章第1節Ｂ 生命・地球(1) 身の回りの生物（P40)より抜粋
「動物についても、アリやカエルなどの様々な種類の動物を観察し、同様に比較する。」



学校における動物飼育について

継続的な飼育・栽培を行うことの意義

（解説P57）第４章 指導計画の作成と内容の取扱い
• ２学年間にわたっての継続的な飼育・栽培を行うことが特に強調されたのは、前回の改訂からである。
これは、自然事象に接する機会が乏しくなっていることや生命の尊さを実感する体験が少なくなって
いるという児童の置かれた現状を踏まえたものであるが、今回の改訂においても、引き続き充実を図
ることが必要である。

• 児童は、長期にわたる飼育・栽培を行うことで、成長や変化、生命の尊さや育て方など様々なことに
気付き、親身になって世話ができるようになるのである。

（解説P43）第3章 生活科の内容⑺から抜粋
• 長期にわたる飼育・栽培の過程では、自ら関わっていくことで、児童の感性が揺さぶられるような場
面が数多く生まれてくる。しかし、児童を取り巻く自然環境や社会環境の変化によって、日常生活の
中で自然や生命と触れ合い、関わり合う機会は乏しくなってきている。このような現状を踏まえ、生
き物への親しみをもち、生命の尊さを実感するために、継続的な飼育・栽培を行うことには大きな意
義がある。

（H元解説）
• 「自然離れ」の現象が年々強まっている
• 生活科においては、動植物を育てて楽し
み、自分の生活を充実させていくことが
大切なねらい

（H20答申）
• 生命の尊さや自然事象について体験的に学習することを重視すること
（H20解説・改善の具体的事項）
• 自然に直接触れる体験や動物と植物の双方を自分たちで継続的に育てることを
重視するなど、自然の素晴らしさや生命の尊さを実感する指導の充実に配慮す
る



学校における動物飼育について

飼育活動の変遷 （H元解説・第１学年内容⑸P27）
• どのような動物を飼育し、（中略）各学校が地域の実態に応じて、児童の身近にあるもの
の中から適切なものを取り上げることが大切である。

（H元解説・第２学年内容⑸P37）
• 飼育する動物については、児童が容易に飼育できるような丈夫で成長や動きが観察できるも
のが望ましい。児童に危害を加えたり、衛生上の問題の起きやすいことが想定できるものは避
けることが必要である。

（H11解説・内容⑺P37）
• どのような動物や植物を育てるかは、各学校が地域や児童の実態に応じて、児童の身近に
あり、継続的に世話をすることができるものの中から、適切なものを取り上げることが大切であ
る。

（H20解説P35・内容⑺P37）（H29解説も同様）
• どのような動物を飼育し、植物を栽培するかについては、各学校が地域や児童の実態に応じ
て適切なものを取り上げることが大切である。飼育する動物としては、身近な環境に生息して
いるもの、児童が安心してかかわることができるもの、えさやりや清掃など児童の手で管理がで
きるもの、動物の成長の様子や特徴が捉えやすいもの、児童の夢が広がり多様な活動が生
まれるもの、などが考えられる。



生活科

１ 身体性を伴う体験活動を充実すること

２ 低学年らしい多様な表現活動を充実すること

３ 深い学びを実現する単元計画を構想すること



１ 身体性を伴う体験活動を充実すること

見る、聞く、触れるなど
諸感覚を通して対象を捉える

「なるほど」「確かに」
実感的な認識を得る（気付き）

驚き・感動
次への活動や思いや願いを高める



２ 低学年らしい多様な表現活動を充実すること

「目の形が○○だ」
気付いたことが明確になる

友達と伝え合うことで、
気付きが広がったり深まったりする

「やっぱりそうだ」「○○しよう」
次の活動や思いや願いを高める



体験と表現の往還によって、深い学びを促すこと

「性格は２人とも違うよ」
比較したり捉え直したりする

「大変！咳をいっぱいしているよ」
対話によって考えを巡らす

自分自身で記録し、
その後の学習に活用する

言葉や絵などで表現し、
自分の行為や考えに気付く



身体性を伴う体験活動を
充実すること

見る、聞く、触れるなど
諸感覚を通して対象を捉える

「なるほど」「確かに」
実感的な認識を得る（気付き）

驚き・感動
次への活動や思いや願いを高める

低学年らしい多様な表現活動を充
実すること
「目の形が○○だ」
気付いたことが明確になる

友達と伝え合うことで、
気付きが広がったり深まったりする

「やっぱりそうだ」「○○しよう」
次の活動や思いや願いを高める

「性格は２人とも違うよ」
比較したり捉え直したりする

「大変！咳をいっぱいしているよ」
対話によって考えを巡らす

自分自身で記録し、
その後の学習に活用する

言葉や絵などで表現し、
自分の行為や考えに気付く

体験と表現の往還によって
深い学びを促すこと



小単元名（時
数）

学習活動

１
見てさわってな
かよし大さくせ
ん⑷

・3年生からモルモット飼育を依頼され、話し合う。
・獣医師から、モルモットについての話を聞き、気を付けなければならないことを知る。
・モルモットに触れたり、えさを与えたり、一緒に遊んだりしながら、モルモットを観察
する。

２
お世話でなかよ
し大さくせん⑺

・モルモットの飼育環境やえさ、世話の仕方などを調べる。
・モルモットの様子に合わせて、世話の仕方を工夫する。
・モルモットを飼育して、気付いたことを絵や文で表現したり、友達に伝えたりする。

３
ぼく・わたしと
モルモット⑸

・これまでのモルモットの飼育活動を振り返る。
・世話をして気付いたことやモルモットへの思い、自分自身の成長を、モルモットの本に
表現する。

単元の目標
モルモットを飼育する活動を通して、
モルモットの変化や成長の様子に関心をもって働きかけ、
モルモットに合った世話の仕方があることや生命をもっていることや成長していることに気付き、
モルモットへの親しみをもち、生き物を大切にすることができるようにする。

単元名 しあわせいっぱい なかよしモルモット

学びに向かう力、人間性等

知識及び技能の基礎思考力、判断力、表現力等の基礎

具体的な活動や体験

単元の指導計画（１６時間＋常時活動）

第２学年「しあわせいっぱい なかよしモルモット」



学習評価の進め方



（例）知識・技能
モルモットの特徴、変化や成長の様子に気付いている。

観点ごとの「評価規準」の作成ポイント（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料p.47、48）

前に○○さんが「ビ
ニル袋の音がすると、
メルは野菜がもらえ
ると分かるんだ。」
と言っていたから。

えさがほしくて
ゲージを飛び越え
た。「メルメル
ジャンプ」だ。

具体的な児童の姿（評価方法）
・感触、身体的特徴、行動面の特徴、性格や嗜好など、様々な視点から気付いたことを書いている。
・モルモットのしぐさや鳴き声など、気付いたことを詳しく書いたり発言したりしている。

（いずれも、観察カードや短冊カードの分析、発言分析）



観点ごとの「評価規準」の作成ポイント（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料p.47、48）

○具体的な児童の姿と評価方法

・モルモットの食べ具合を見て、えさの種類や量を調節している。

・モルモットの様子を見ながら、嫌がらないようになでたり、だっこをしたりしている。

・モルモットの立場に立って考え、モルモットが気持ちよく過ごせるように世話をしている。

・世話の過程で起きた問題の改善に向けて、世話の仕方を変えている。

・世話の仕方を見直そうとして、獣医師や上級生に聞いたり本で調べたりしている。
（いずれも、行動観察、発言分析、モルモット日誌の分析）

（例）思考・判断・表現
モルモットの変化や成長の様子に着目したり、モルモットの立場に立って関わり

方を見直したりしながら、世話をしている。



評価規準【主体的に学習に取り組む態度】
モルモットとの関わりが増したことに自信をもち、関わり続けようとしている。

子供の作品（モルモットの本）、発言、行動の様子

休み時間にモルモットを見に来た1
年生に対して、自分の経験を基に
抱っこの仕方を説明していた。怖が
る1年生には手袋をつけてモルモッ
トを触ることを勧めたり、「慣れる
と抱っこできるようになるよ。」と
励ましたりしていた。

具体的な児童の姿（評価方法）
・モルモットとの関わりを通して得られた喜びや自信を表現している。
・生き物に対して、これからも大切にしたり関わり続けたいという気持ちを表現している。

（いずれも、行動観察、発言分析、作品（モルモットの本））

粘り強さ・学習の調整

実感や自信



飼育活動を通して資質・能力を育成する

単元の目標
モルモットを飼育する活動を通して、モルモットの変化や成長の様子に関心をもって働きかけ、
モルモットに合った世話の仕方があることや生命をもっていることや成長していることに気付き、
モルモットへの親しみをもち、生き物を大切にすることができるようにする。



NHKの「学校放送番組」 小学館「みんなのための教育技術」の活用

すたあと おばけの学
校たんけん
だん

ドスルコス
ル

地球は放置
しても育た
ない

NHK地域づくり
アーカイブス

教科指導のヒントとアイデア
生活科

防災
サバイバー

NHK「学校放送番組」

生活科における飼育活動

https://www.nhk.or.jp/school/seikatsu/obake/
https://www.nhk.or.jp/school/sougou/dosurukosuru/


小学館「みんなのための教育技術」



NHK「学校放送番組」

https://www.nhk.or.jp/school/seikatsu/obake/


学校における動物飼育について

小学校学習指導要領解説 生活編（平成29年7月）【第3章 第2節 生活科の内容⑺ P46】

 管理や繁殖、施設や環境などについて配慮
→地域の専門家や獣医師などの多くの支援者と連携

 休日や長期休業中の世話
→児童や教師、保護者、地域の専門家などによる連携した取組

 外来生物等の取扱いには十分配慮

 感染症などの病気の予防
→活動の前後に、必ず手洗いをする習慣

 児童のアレルギー
→事前に保護者に尋ねる



学校における動物飼育について

https://www.m
ext.go.jp/a_me
nu/shotou/new
-
cs/1394142.ht
m

文部科学省HP：学校における動物飼育について



学校における動物の飼育について（依頼） 令和６年８月2８日

文部科学省HP：学校における動物飼育について

 学校のおける動物の飼育状況について、令和６年６⽉３⽇〜令和６年７⽉８⽇（令和６年６⽉末時
点の状態について回答）に、無作為抽出による1、235校に調査を行った。

 今回の調査の結果、一部の小学校において、不適切な状態を招く可能性が示唆された。学校におい
て動物を飼育する場合の留意点をまとめた。働き方改革等の観点も踏まえた上で、学校設置者によ
る適切な関与の下、各学校における飼育を行うに当たっての環境及び体制等を整えていただくよう
依頼した。

 特に、不適切な状態を招く可能性がある旨を回答した学校におかれては速やかに是正していただく
とともに、それ以外の学校においても、改めて、法令に照らして適切な対応となっているか確認す
るよう依頼した。

 学校において動物を飼育する場合の留意点（項目のみ）
１．飼育する動物の種類について
２．動物の所有者・占有者について
３．哺乳類、鳥類、爬虫類を飼育する場合について

①休日等の管理体制、②疾病や負傷時の対応、
③繁殖制限等の対策、④適切な飼育環境の確保（震災時を含む）

４．哺乳類、鳥類、爬虫類以外を飼育する場合について
５．家畜に該当する動物を飼育する場合について
６．その他



学校における動物飼育について

https://www.m
ext.go.jp/a_me
nu/shotou/new
-
cs/1394142.ht
m

文部科学省HP：学校における動物飼育について



管理や繁殖、施設や環境などについて配慮 →地域の専門家や獣医師などの多くの支援者と連携

文部科学省HP：学校における動物飼育について
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休日や長期休業中の世話 →児童や教師、保護者、地域の専門家などによる連携した取組

文部科学省HP：学校における動物飼育について



休日や長期休業中の世話 →児童や教師、保護者、地域の専門家などによる連携した取組

文部科学省HP：学校における動物飼育について
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